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昔日の機器(22)
レーダー (RADAR) （その 1)
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目黒校舎で使用されたレーダーアンテナの一部 （目黒校舎より移設）
日本の船舶や航空機で現在のようなレーダー は終戦後武器戦争用具等の製造禁止（指令第 3
が使用されるようになったのは太平洋戦争が終
結してからのことです。
歴史的なことに少しばかり触れますと，電波
探信俊として衝撃波方式の波長10cm及びそれ以
下の研究が始まったのが昭和16年5月でしたか
ら太平洋戦争の開戦のころは未だ海軍の艦船や
航空機には装備されていませんでした。しかし
昭和 17年初めころから波長 10cmの艦船用の装
附が艦船に実装され始め，波長150cmのものが
昭和18年8月から，また波長 10cmのものが昭和
19年9月から実戦に使用されたと記録されてい
ます。 （日本無線史参照）
戦後日本の軍艦はなくなり，商船の管理は船
舶運営会が米国海軍の日本商船運航統制官の指
揮のもとで運航を行っていましたが，その中で
南極海（南氷洋）の捕鯨について第 1回が昭和
号 4項）によって原則として禁止されていまし
たが，南極悔（南氷洋）捕鯨の操業には氷山の
発見などのためにその使用が必要とされるとの
由で 1949,.._,50年度の捕鯨隊の船艇にのみレ
ーダーの装備をしてよいことになり，所要機材
は前述しました旧海軍在庫資材が使用されるこ
とになりました。このようにレーダーを装備し
て運用できるのは南極の捕鯨隊の船艇のみであ
って他の日本船舶へのレーダーの装備，研究，
改良又は製造の基礎となるようなことは禁止さ
れていました。昭和 25(1950)年1月18日付覚
書では， レーダーの平時的目的のためには使用
してよいことになりましたが許可される範囲は
商業用目的のための航海の補助器具として使用
する場合に限られました。また同時に航海用外
国製レーダーの輸入，所有，装備，売却及び輸
21 (1946)年8月6日付覚書，第 2回が昭和22 出は認められましたが，しかしいぜんとして一
(1947)年6月21日付覚書，第 3回が昭和 23
(1948)年6月21日付覚書に従って順次操業さ
れました。ところが昭和 24(1949)年9月12日
付 1949~50年度南極捕鯨隊船艇のレーダーに
関する覚書によると， レーダーの使用について
切の型のレーダーの試作，考案，製作，銃火操
縦，戦闘機指導及び空中調査のために作られた
レーダーの輸入，所有，使用，装備売却及び輸
出，他に航空機用のためのレーダーは禁止され
たままでした。 （本学名誉教授宮坂武芳）
-23-
